
 

 
 
 
 
 

夏休みの予定は・・・ 

 校長 矢野 尚子 

厳しい暑さが続く中、一学期の終わりを迎えました。この 3 カ月半を振り返ったときに一番心に残ったことは

どのようなことでしょうか。大きな行事では体育祭がありました。学年ごとでは紙面に様々な取組が載せてあ

ります。今年度初めての定期考査や部活動など、たくさんの活動から一人ひとり得たものがあります。 

明日からいよいよ夏休み、学校から離れて 40 日間の予定は自分で時間割を組むことになります。好きなこ

とに時間をかけられる、日頃はなかなかできないことに取り組むチャンスです。こう言うと、「塾や部活動や

習い事で忙しい！」という声がよく返ってきます。そうは言っても選んだのは自分のはずですし、始めからそ

う思い込んで、受け身になってしまうのはもったいないことだと思いませんか。 

どの学年であっても、今の年齢で過ごす一生に一度の夏休みです。好きなこと、やりたいことができる時間

を確保して、楽しい夏休みのプランを自分にプレゼントしてください。そして実行していってください。時間

の管理をすることを学ぶよい機会でもあります。40 日間を過ごして得られるものは、充実感か、達成感か、

自身の成長を実感できるか、自分次第です。 

 

 保護者の皆様、本校の教育活動にご理解ご協力をいただき感謝申し上げます。おかげさまで大きな事故もな

く、一学期の終業式を迎えることができました。40 日間という長い休みをお子様が有意義に過ごし、始業式

に成長した姿を見せてくれることを楽しみにしております。 

 夏季休業中に何かありましたら、学校（042-374-0685）までお知らせください。学校閉庁日（8 月 9 日

～16 日）や休日に緊急なことがありましたら、多摩市役所庁舎管理室（042-338-6855）へ連絡をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

夜の涼しい空気を家の中に取り込み家を涼しくさせるナイ

トパージ、緑や風を使って暑さを調整するなどの考えを家庭

科の環境授業として日本工業大学の成田健一先生、工学院大

学の平山由佳理先生・鈴木彩華さんからお聞きしました。生

徒達は様々な環境（熱放射や気 

流、湿度など）で、体感温度が 

違うことやナイトパージによ 

る自然の力を利用して環境の変 

化に対応していく方法と自分で 

考え工夫し、自分の生活に取り 

入れる大切さを学びました。 

http://schit.net/tama/jhhijirigaoka/ 
ユネスコスクール・コミュニティスクール 
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ナイトパージ大作戦 

町全体で少しでも温暖化対策ができたらと１年生が育て

たゴーヤの苗を地域の方々へ配布を行いました。生徒達の

説明に耳を傾け、たくさんの方がゴーヤの苗を受け取って

くださいました。また、総合係と有志の生徒が地域の方々

と共に雑草を抜き、耕し、肥料を入れ、育ちやすい土壌づ

くりをしました。 

SDGs学習（1 年） 

 ゴーヤプロジェクト 

ナイトパージ大作戦の授業の様子を多摩テレビが取材され、放映されます！ 
番組名「スクール通信」 放送日 7月 21 日（日）～27 日（土） 

①７：15～ ②13：10～ ③17：10～ ④22：30～ 

また、タウンニュースのホームページにも掲載されました！ 
「タウンニュース 市立聖ヶ丘中学校」で検索 

http://schit.net/tama/jhhijirigaoka/


8、9 月の行事予定  
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全校オリエンテーション 

 

8/29（木）第 2 学期始業式  

30（金）午前授業  

 

9/2（月）第 2 学期時間割始  給食始  安全指導   

. .3（火）小中連携（引渡）避難訓練  

. .4（水）修学旅行事前指導（ 3 年）地域未来塾  

 .5（木）～7（土）修学旅行（京都・奈良、3 年） 

 .6（金）防災訓練（ 2 年）  

 .9（月）振替休業日（ 3 年）  

10（火）専門委員会  

11（水）小児生活習慣病検診・貧血検査  

    . .地域未来塾  

12（木）校外学習事前指導（ 2 年）中央委員会  

 

13（金）校外学習（鎌倉、 2 年）  

     .理解推進授業（ 1 年）  

16（月）敬老の日  

17（火）生徒会朝礼   

    ・ 自己紹介オンライン交流（ 1 年）  

18（水）小中連携（中学校体験）  

19（木）定期考査 1 週間前  

23（月）秋分の日振替休日  

25（水）中央委員会  地域未来塾  

26（木）第 2 回定期考査  

27（金）第 2 回定期考査  

     LGBTQ 講話  

30（月）生徒会朝礼  合唱祭取組（始）  

     実力テスト（ 3 年）  

 

ESD 授業（2年） 

進路学習（3年） 

がん教育（2年） 

 

３年生と保護者の方々に向けて、進路説明

会を行いました。大澤先生から具体的な進

路や受検（受験）内容の説明と激励の言葉

を真剣に聞いていました。 

ダイバーシティ（多様性）学習（2年） 

上級学校の先生の話を聴く会 

ブラインドサッカー体験 

多摩市ESD推進アドバイザー（元

連光寺小学校の校長先生）の棚橋 

乾先生から「知るだけでなく、一

人一人が行動し、社会全体で環境

問題に向き合っていこう」と危機

迫る地球温暖化の現状と、自分の

事として考え、日々の生活から行

動する必要性を学びました。 

「がんを知り、大切な人たちとの

生活を考えよう」日本医科大学多

摩永山病院の看護師である髙仲 

雅子さんに、がんに関する正しい 

知識、患者の声や緩和ケアを学

び、自分の事だけではなく、家族

など大切な人ががんになってし

まったら…と考えることが、より

真剣にがんという病気について

真剣に向き合うきっかけになっ

たように思います。 

 

東京ヴェルディの中久喜（なかく

き）さん、伊藤さんを講師に招き、

パラスポーツであるブラインド

サッカーを通して視覚に障害を

もつ方への理解を深める体験を

しました。アイマスクを着用して

視覚障害疑似体験とガイド役で

安心できる声掛け、伝え方を学び

ました。そして中久喜さんから

「目の見えない人に必要な点字 

校内バリアフリー化案発表 

進路説明会 

都立高等学校 3 校（府中高等学校・町田高等学校・

若葉総合高等学校）、私立高等学校 3 校（昭和第一

学園高等学校・八王子学園八王子高等学校・日本

大学明誠高等学校）、高等専門学校 1 校（サレジオ

工業高等専門学校）、計 7 校の先生をお招きし、各

学校の教育理念や特色、そして学校を選ぶポイン

ト、学校見学などの 

話をお聞きしました。 

 

ブロックに注意して、使う人の不便にならないように。また街

でそういう人を見かけたら、勇気を出して助けてほしい。みな

さんの勇気が人を助け、住みやすい街になる。」という話があ

り、生徒達の心に響いていたようでした。 

 

「聖ヶ丘中学校で車いすや視覚障

害など、配慮の必要な子どもたち

と一緒に学ぶとしたら、どのよう

なバリアフリーが必要だろうか」

というテーマで学校中を班ごとに

見て回り、良い点問題点、改善点を

見つけ発表を行いました。 


